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先端にセラミックス球面を有する接合ツールを用いる異種金属接合法“摩擦アンカー接合”を A5052（1.0mm），SPCC

（0.6mm），SPCC（1.0mm）の３枚重ね継手に適用した。その結果，アルミニウム合金中に鋼突起が形成され，接合ツール

押し込み量 1.4mm 以上で３枚接合が可能となった。鋼突起の高さは，接合ツール押し込み量が 2.2mm 以下の場合は，押し

込み量の増大とともに大きくなり，その結果，接合強度が大きくなり，引張せん断強度は 3.8kN/点，十字引張強度は 2.5kN/

点に達した。しかし，接合ツール押し込み量が 2.2mm を超えると，鋼突起先端がアルミニウム合金に追従しなくなり，鋼

突起とアルミニウム合金の接合界面に沿ってクラックが認められるようになり，結果，接合強度は低下した。 
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